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 要 旨 

背景： 

アルコール摂取とバレット食道（BE）発症との関連は一貫していない。裂孔ヘルニアお

よび性別が男性は BE のよく知られた危険因子であるが、アルコール摂取と BE発症との

関連に及ぼす影響は不明のままである。 

目的： 

BE発症に対するアルコール摂取の影響が、性別および裂孔ヘルニアの有無によって異な

るかどうかについて調べた。 

方法： 

多施設共同コホート研究（上部胃腸疾患研究）において、健康診断のために上部内視鏡

検査を受けた患者 8,031 人のデータベースを利用した。発症は内視鏡で診断された者と

し、多変量ロジスティック回帰分析を行った。アルコール摂取量と、性別および裂孔ヘ

ルニアの有無によって層別化し、臨床的特徴および他の潜在的交絡因子を用いて調整を

行った。 

結果： 

アルコール摂取量（20g /日以上）では、裂孔ヘルニアの有無と関連が認められなかった

（裂孔ヘルニアがない者の OR=1.62，95％CI：0.92-2.85，P=0.09，裂孔ヘルニアがあ

る者の OR=0.99，95％CI：0.59-1.65，P=0.95）。また、男性の裂孔ヘルニアが無い者に

おいて、アルコール摂取量（20g /日以上）は、BE発症と有意に関連していた（OR=1.98，

95％CI：1.04-4.03，P=0.04）が、裂孔ヘルニアの無い女性では関連が認められなかった

（OR=0.47，95％CI：0.03-2.37，P=0.42）。 

結論：BE発症に対するアルコール摂取の影響は、食道裂孔ヘルニアの状態および男性性

別と関連している可能性がある。 

 


